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表紙の絵
大気圧近くの圧力（アルゴン）で生成された誘導熱プラズマからの発光の時間発展の様子．上段（a）では通常の直列共振回路が用いられてい
るのに対し，下段（b）ではイミッタンス回路が用いられている．イミッタンス回路が用いた結果，投入電力が 1.2 kWから 3.0 kWに増加し，
プラズマからの発光が著しく増加している，この結果は，高効率の大気圧誘導熱プラズマ生成に大きく寄与する．（p.２０４，Efficient Radio
Frequency Inductive Discharges in Near Atmospheric Pressure, RAZZAKM. Abdur 他）
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